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Deleting and inserting fixed point manifolds under the weak gap condition 
Masaharu Morimoto  
 
■ 概 要 ■ 
 
 この論文では，初めに有限群 G が滑らかに作用する多様体間の同変写像 f : X -> Y を，同
変手術により R-係数ホモロジー同値写像 f' : X' -> Y に変形できるか否かを判定する同変手術
障害類 σ(f) とそれらの成す同変手術障害類群 W(Y) についての研究成果を述べている，ここ
で R は整数環 Z か，素数 p による剰余環 Zp である．特に応用上重要なのは  
 




 Case 2. R = Z で Y が単連結の場合 
 
の 2 つの場合である．Case 1 では，同変手術障害類 σ(f) には Y の基本群は影響しないとい
うことを証明した(Theorem 3.5)．また Case 2 では，同変手術障害類群 W(Y) において Dress 型
誘導定理が成り立つことと証明した (Lemma 4.7)． 
 
 上記成果を用いて，Oliver 群 G の作用を持つディスクや球面の不動点集合の連結成分を取
り除いたり，追加する定理 (Theorem 5.1) を与えた． 
 
 さらに，この定理を応用して Oliver 群 G に対し，滑らかな一不動点作用を豊富に構成でき
ること (Theorem 1.3)，さらに球面上の滑らかな作用の接空間表現に関する Smith 集合 Sm (G) 
が豊富な集合であることを示した (Theorem 1.6)． 
 
■キーワード■ 
Group action, equivariant surgery, weak gap condition, tangential representation, Smith equivalence 
■ 所 属 ■ 
環境数理学科 教授  
■ 掲載先 ■ 
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Explosion of jump-type symmetric Dirichlet forms on Rd 
Yuichi Shiozawa1) and Toshihiro Uemura2) 
 



















■ 所 属 ■ 
１）環境数理学科 准教授 
２）関西大学システム理工学部 教授 
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Construction of Lyapunov functionals for delay differential equations in virology and 
epidemiology 
Tsuyoshi Kajiwara, Toru Sasaki and Yasuhiro Takeuchi 
 
■ 概 要 ■ 
 
 Lyapunov の直接法は, 微分方程式・遅れのある微分方程式などの平衡点の大域安定性を示
すための方法として, 古くから用いられている。近年, Korobeinikov, MacCluskey 達によって,  
Lyapunov 関数, Lyapunov 汎関数の構成法は大きく進展し, 関連した非常に多くの論文が出版
されている。 
 本論文では, McCluskey の方法を整理発展させ, 常微分方程式に対して Lyapunov 関数が構
成されているときに, 時間遅れを導入した方程式に Lyapunov 汎関数を構成するための系統的
な方法を提示している。常微分方程式に対する計算が複雑でも, それに加えてわずかな洞察
を行うことで, 遅れのある方程式に対する Lyapunov 汎関数の構成を容易に行うことができ





 従来 Lyapunov の直接法は個々のモデルに対する個別の工夫が主であったが, 系統的な構
成法を与えることはこの分野の発展に大きく寄与するものである。 
■キーワード■ 
Lyapunov functional, Delay differential equations, Models for virology, Models for epidemiology 
■ 所 属 ■ 
環境数理学科 教授  
■ 掲載先 ■ 


















6. Individual based model による新型インフルエンザ流行予測と学級閉鎖の効果解析 





















18. Twitter を用いた岡山県の情報検索 
19. GPS データログの平滑化によるデータ補正 
 
（2012 年 3 月および 9月認定の卒業論文） 
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亀田 由梨 
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Twitter を用いた岡山県観光情報 
Exploring Tourist information from Twitter 
亀田 由梨 
Yuri Kameda 


































環境数理学科 准教授 笛田 薫 
■キーワード■ 
（補間、多項式補間、Lagrang 補間、Neville 補間、 Newton 補間、有利関数補間、三角関数補間、
スプライン 










森本研究室（指導教員：森本  雅治） 
3. 胞体複体のホモロジー群の基本理論 






6. 中国江南省 Poyang Lake の季節的水位変動を考慮した日本住血吸虫症伝播、コン
トロール評価に関する数理モデル解析  






9. Numerical simulations to investigate motions of eelgrass and sea water flow 
  
栗原研究室（指導教員：栗原 考次） 




（2012 年 3 月および 9月認定の修士論文） 
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